
日
本

ア
ジ

ア
協
会
と
協
会

の
紀
要
に

つ
い
て

秋

山

勇

造

1

明
治

一
〇
年

以
前

に
日
本

に
在
住
し

て

い
た
外
国
人
は

一
五
、
六
〇
〇
人
程

度

で
、
そ

の
中

で
も

日
本
語

に
習
熟
し

て

い
た

人
は
ご

く

一
部

に
す

ぎ
な

か

っ
た
。
そ
れ

で
当
時

日
本

に
住

む
外
国
人
は

日
本

の
事

情

に
明
る

い
学
者

の
知
識

や
助

言
を
求
め

て

い
た

し
、

一

方

、
口
本
通

の
外

国
人
も
自

分
た
ち

の
知

識

や
意
見

を
発
表
す

る
場
を
求

め

て

い
た
。

こ
の
よ
う
な
実
際
上

の
必
要
か
ら
欧

米
人

の
日

本

研
究
団
体

「
日
本

ア
ジ

ア
協
会
」

(]りげ
Φ
>
o弓
一曽
叶一〇
Qり
0
6
一Φ
け
団
O
h
]
曽
O
餌
昌
)
が

]
八
七

二
年

(明
治
五
年

)
に
横
浜

に
設
立
さ

れ
た
。

こ

の
研
究

団
体

は

、
当

初
多

数

派

の
英

国
勢

の
思
惑

で
、

ロ
ン
ド

ン

に
本
拠

を

置

く

「
英

国
王

立

ア
ジ

ア
協

会

」

(↓
げ
Φ

幻
。
<
巴

〉
ω
一薮

。
Q。
o
。
一Φ
q

o
h
Ω
冨
碧

しd
『
一什o
貯

き

自

耳
Φ
一き

α

一
八
二
一二
年
設

立
)

の
日
本
支
部
と
し

て
発
足
す

る
は
ず
だ

っ
た
が

、

ア
メ

リ
カ

の
強
硬
な
反
対

に
あ

っ
て
、
同
協

会
か
ら
独

立
し
た

一
つ
の
提
携
組
織

(ロ
コ

鋤
ω
ω
0
9
讐
Φ
ω
o
o
一Φ
蔓

惹

曄

9
Φ
閑
o
唄
巴

〉
。。
一讐
一。

Qっ
0
9
。
蔓

)
と

し

て

「
日
本

ア
ジ

ア
協
会
」

(9
①

〉
。。
一慧

。
ω
0
9
Φ
蔓

o
h
』
磐

き

)

の
名
称

で

一
八
七

二
年

(明
治
五
年

)
七
月

二
九

口
に
、
横
浜

の
外

国
人
商
業
会

議
所

(網
o
屏
o
臣

ヨ
餌
O
冨

ヨ
げ
興

o
h
O
o
ヨ
ヨ
①
容
Φ
)

で

の
設
立
総
会

で
約

一
一
四
名

の
会

員
を
も

つ



て
設
立

さ
れ
た
。
会
員

の
ほ
と

ん
ど

が
横
浜
在
住

者

で
、
職
業
別

に
み
る
と
、
外
交
官

二

一
名

、
政
府
御

雇
外

国
人

一
九
名

、
宣
教
師

=

一名

、
商

人

四
二
名

で
、
国
籍

は
英
国
入
七

四
名
余
、
米
国
人

二
一二
名
余
、
そ
れ

に
カ
ナ
ダ
、
ド
イ

ッ
、

ロ
シ
ア
、
ベ

ル
ギ
ー
、

ス

ペ
イ

ン
が
そ
れ
ぞ

れ
数
名

、
日
本
入

の
会

員

に
は
森
有
礼

が
た
だ

一
人
選
ば
れ

て

い
る
。
書
記

に
は
サ
イ

ル

(中

≦

Gり
覧
Φ

英
国
人

宣

教
師
)
、
会
計

に
B

・
B

・
ベ
イ

カ
ー

(英
銀
行
家
)
、
評
議
員

に
S

・
R

・
ブ

ラ
ウ

ン

(米
人
宣
教
師

)
、

F

・
V

・
デ

ィ
キ

ン
ズ

(英

海
軍
医
官

)
、
R

.
ロ
バ
ー
ト

ソ
ン

(英
国
領
事

)
、
W

・
G

・
ハ
ウ

エ
ル

(英
人
新

聞
経
営
者
)
、
E

・
M

・
サ
ト
ウ

(英
外
交
官
)
、

A

・
J

・
ウ
ィ
ル
キ

ン

ソ
ン

(英
国
人
実
業

家
)
、
ザ

ッ
ペ

(ド
イ

ッ
領
事

)
が
選
ば
れ

て
い
る
。

も
と
も
と

こ

の
研
究

団
体
は

一
七

八
四
年

に
カ

ル
カ

ッ
タ
に
設
立

さ
れ
た

「
ベ
ン
ガ

ル

・
ア
ジ

ア
協
会

」

(夢

Φ

〉
ω
一註

。
o。
o
。
一①
q

o
h
bU
Φ
コ
。q
岱
一)
が
母
胎

で
、

一
八

二
一二
年

に
前

記

の
王
立

ア
ジ

ア
協
会

が

ロ
ン
ド

ン
に
設
立
さ
れ
、
中
国

の
香
港

や
上
海

に
も

同
様

の

団
体

が
生
ま

れ
た
。
当
初
協
会

の
活
動
は
活
発

で
は
な
か

っ
た
が
、
英

国
領
事

パ
ー
ク

ス

(自
母
曙

ω
.
℃
。。
蒔

Φ
。。
)
ら

の
尽
力

で
上
海

に
北
中
国
支
部

(曄
Φ
Z
o
洋
げ
〇
三
舜

しU
『
き

〔
げ

o
h
9
Φ
幻
o
団
巴

〉
ω
一⇔
膏

Q。
0
9
Φ
蔓

)
が
設

立
さ
れ

て
か
ら

こ
れ
が

ア
ジ

ア
研
究

の

中
心
的
な
役
割
を
果

す
よ
う

に
な

っ
た
。

一
八
六
五
年

(慶
応

元
年

)
に
駐

日
公
使

と
し

て
来

日
し
た

パ
ー
ク

ス
は
着
任
し
た
と
き
す

で
に
部

下

の
口
本
研
究

の
実
態
を
知

っ

て

い
た
。
し

か
し

一
八
七

二
年

に
設
立
準
備
委
員
会

が
開

か
れ
た
と
き
、

パ
ー
ク
ス
は
岩
倉
使
節
団

の
訪

英
を
迎
え

る
た

め
に

ア
ス
ト

ン

(<
『
出
一一薗
巳

○
・
L♪
Qり
けO
コ
)

と
と
も

に

]
時
帰
国
し

て

い
た

の
で
、
代

理
公
使

ワ
ト

ソ
ン

(即

O

朝

讐
ω
o
口
)
が
初
代
会
長

に
選
ば

れ
、

ヘ
ボ

ン

q
o
ヨ
Φ
ω
ρ

団
Φ
9

霞

こ

と

ハ
ー
ド

ロ
ゥ

(団
o
口
曼

閏
霞
色
o
≦

英
海

軍
医
師
)
が
副
会
長

に
な

っ
た
。

パ
ー
ク
ス
と

ア
ス
ト

ン
は
岩
倉
使

節
団

接
待

の
任
を
終
え

て
日
本

に
帰

る
と
す
ぐ

入
会
し
た
。
以
後

パ
ー
ク
ス
は
同
協
会

の
事
実

上

の
指

導
者
と
し

て
、
日
本
学
者

に
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
分
野

に
応
じ
た
仕
事
を
割
り
当

て
、
日
本
研
究
を
精
力
的

に
推
進
し

て
行

く

の
で
あ

る
。
東
　星
常
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国
大
学

の
初
代

言
語
学
教
授

チ

ェ
ン
バ
レ

ン

(しU
餌
。・
=

甲

O
冨

日
σ
Φ
二
巴
口
)

は

フ
レ

デ
リ

ッ
ク

・
V

・
デ
ィ
キ

ン
ズ

の

『
ハ
リ
ー

.

パ
ー
ク

ス
伝
』

(
一
八
九

四
年
)

に
寄
せ
た

一
文

■
パ
ー

ク
ス
の
思

い
出
」

の
中

で

つ
ぎ

の
よ
う

に
言

っ
て

い
る
。

「
パ
ー

ク
ス
は
自

分

で
は
日
本

の
言
語

や
文
学
を
学

ぼ
う
と
は
し
な
か

っ
た
が
、
各
人

が
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
分
野

で
自

分

の
特
質
を
伸

ば
す

よ
う

に
仕
向
け
た
。

こ
う
し

て
パ
ー
ク

ス
学
派
と

で
も

い
う

べ
き
も

の
を

つ
く
り
、
日
本

の
言
語

、
文
学
、
地
理
、
芸
術

、
製
造

業

な
ど
多
く

の
分
野

に

つ
い
て
調
査
研
究

が
行

な
わ
れ
た
。

こ

の
偉
大
な
人
物

の
監
督

下

に
あ

っ
た
と
き
ほ
ど

日
本

研
究
が
活

発

で
実

り

の
多

い
時
期

は
な
か

っ
た
」

パ
ー
ク

ス
は
ま
た

一
八
七

六
年
か
ら
七
八
年
ま

で
協
会

の
会
長
も

つ
と
め

て

い
る
。

こ
う

し

て
ア

ス
ト

ン
、

ア
ー
ネ

ス
ト

・
サ
ト
ウ
、
チ

ェ
ン
バ
レ

ン
、

ヘ
ボ

ン
、
グ
リ

フ
ィ
ス

(～<
出
=
pρ
臼

国
・
Ω
二
龍
δ
)
ら

一
流

の

日
本
学
者

は
公
使

パ
ー
ク

ス
を
中
心

に
し

て
運
営
さ
れ
た

日
本

ア
ジ

ア
協
会

を
舞
台

に
交
流

し
、
互

に
刺
戟
し
合

い
な
が
ら
各

人
が
そ

れ
ぞ
れ

の
研
究
分
野

で
す
ぐ

れ
た
業
績
を
残
し
た

の
で
あ
る
。

当
時

の
欧
米
人

の
日
本

に

つ
い
て
の
認
識

は
き

わ
め

て
浅
く
、

ロ
ン
ド

ン
、
キ

ン
グ
ズ

・
カ
レ

ッ
ジ

の
ジ

ェ
イ

ム
ズ

・
サ

マ
ー
ズ
、

パ
リ
東
洋
語

学
校

の
レ
オ

ン

・
ド

・
ロ
ニ
ー
、
オ

ラ
ン
ダ
、

ラ
イ

デ
ン
大
学

の
J

・
J

・
ホ

フ

マ
ン
の
よ
う
な
例
外

的
な
日
本

学

者
は

い
た

が
、
欧
米

の
大
学

に
日
本
学
専
門

の
学
者
は

ほ
と
ん
ど

一
入
も

い
な
か

っ
た
。

ロ
ン
ド

ン
の
キ

ン
グ
ズ

・
カ

レ

ッ
ジ

で
中
国
語
と
中
国
文
学
を
教
え

て

い
た
前
記

の
ジ

ェ
イ
ム
ズ

・
サ

マ
ー
ズ

が
日
本
政
府

に
招

か

れ

て
来

日
す

る
前

の

一
八
七

〇
年

か

ら

七

三
年

に

か
け

て

ロ
ン
ド

ン
で
発
行

し

て

い
た

中

国
と

日
本

に

関
す

る
研
究

誌

胃

9

勺
げ
o
Φ
巳
越

の

一
八
七
三
年

(明
治
六
年
)

四
、

五
、
六
月
号

に
、
当
時
米
国
代
理
公
使

の
任
を
終
え

て
帰
国
す

る
前

に
渡

英

し

て
い

た
外
交
官
森
有
礼

の
論
文

「〇
三
一ヨ
Φ
o
二

昌

き

窃

Φ
閏
一ω
8
曼

」

(日
本
史

概
説
)
が
載

っ
て
い
る
。
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こ

の
論
文

の
序

文

で
森

は
、

「
こ

の
島
国

以
外

で
は
何

の
役

に
も
立

た
な

い
わ
れ
わ
れ

の
貧
弱
な

言
語
は
英
語

の
支
配

に
屈

す

る
運

命

に
あ
る
」

(○
霞

日
窪

ゆq
器

言
口
ゆ自
⊆
o
ゆq
ρ

≦
三
〇
げ

8
昌

⇒
Φ
<
霞

げ
Φ

o
h
彗

蜜

詳
ω
Φ
〇
三
ω
置
Φ
o
h
o
ξ

巨
き

α
。。
」
ω
α
o
o
日
Φ
創

8

旨
Φ
匡

8

9

Φ
ら
o
自

　
餌
口
8

0
h
3
①
国
ロ
σq
一一珍

8
昌
σq
o
o
)
と

日
本

語

の
将
来

に

つ
い
て
悲
観

的
な
意
見
を

の
べ
て

い
る
。
森

の
日
本

語
廃
止
論

、
英
語
国
語

化
論
も
単
純
な
欧
化
主
義

か
ら

で
は
な
く
、
彼

が
海
外

で
直

接
味
わ

っ
た
惨

め
な
思

い
か
ら
来
た
も

の
で
あ

っ

た
ろ
う

。
当

時
は
森

に
限
ら
ず
多

く

の
日
本

の
知
識
人

に
と

っ
て
、

日
本
語

や
日
本
文
化
が
世
界

に
認
知
さ
れ
る

こ
と
な
ど
思

い
も
よ

ら
な
か

っ
た

の
で
あ

る
。
日
本

ア
ジ

ア
協

会
は

こ
の
よ
う

な
時
期

に
設

立
さ
れ
た
が
、

以
後
太
平
洋
戦
争

終
結
前
後

の
数
年

問

(
一
九

四

一
ー

四
七
年

)
を
除

い
て
平
成

の
現
在
ま

で

一
三
〇
年

以
上

に
わ
た

っ
て
存
続

し
て
お
り
、
現
在
も
活
動

を
続
け

て

い
る
。
参
考

ま

で
に
以
下
に
創

立
以
後

昭
和
初
期
ま

で

の
歴
代
会
長

の
名
前
を
あ
げ

て
み
る
。
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Φ
馨

ω

(一
〇◎
謡
…
山
逡

¢
)

即

O
.
毛

母
白。
o
戸

国
o。
ρ

一
Q。
刈
N
-記

』
・
○

山
Φ
O
σ
=
『
戸

国
ω
ρ

]≦

∪
.

閑
Φ
<
o
『
Φ
ロ
O

ψ

幻
●
しu
同
O
竃

P

U

b

.

Gっ
貯

山
舞

『
図

ω
.
℃
霞

評
Φ
ω

内
b

.じd
・

勺
困
o
h
①
。。
o。
o
同

∪

餌
く
乙

7
冒

睡

㊤
ざ

い
ト

b

・

幻
㊦
<
嘆

Φ
コ
O

国
.
毛

・
Qっ
覧

ρ

U
b

・

国
α
毛

餌
『
α

∪
一く
興

o。
.
国
o。
ρ
L
≦

・U

・

』
・
Ω
o
『
α
o
コ

内
Φ
口
口
Φ
ど

国
ω
ρ

一
◎○
刈
ω
勺
鼻

一
〇◎
刈
心
勺

①

一
〇Q
刈
①
-
『
○◎

一
〇。
刈
○。
勺

㊤

一
〇。
刈
㊤
-
○。
O

一
Gc
co
O
-
Oc
一

一
〇◎
○。
一
,
○。
N



日本アジア協会と協会の紀要について75
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り
ω
ー
㊤
㎝

一
〇。
霧

-O
O

一
り
O
O
-O
ω

一
り
O
ω
-O
㎝

一
8

α
-
=

一
㊤
一
bの
-
一
ω

一
㊤
一
Q。
匡
一
〇。

一
㊤
一
り
-圏

一
㊤
N
一
-N
①

一
旨

①
-N
oc



Ω
.
しd
.
ω
餌
旨
Q自
o
ヨ

・
国
ω
タ

○

]≦

O
.

幻
Φ
く
㊦
話

昌
α

ψ

甲

芝

偉。
ぎ

ユ
ひq
巨

、
P

U
L

≦

P

Qっ
冒

閏
轟

⇒
菖
ω
=

コ
色
Φ
ど

Ω
b

.]≦

P

Gつ
冒

幻
O
げ
Φ
旨

0
嵩
く
ρ

囚
b

]
≦
・ρ

Gっ
冒

幻
o
ぴ
Φ
昌

じ

O
歪

蒔

昼

国
・○

Ω
・]≦
;
○

しd
.

国
Φ
『
σ
Φ
簿

♂
<
.
Z
O
『
日

㊤
戸

勺
F

U

.

ω
静

〉

ぞ
2

望

○
餌
ω
o
o
貫

昌
ρ

内
・O
]≦

O
.

一
り
N
㊤
ー
ω
O

一
り
し。
O
-
Q。
一

一
㊤
ω
bQ
-
ω
恥

一
㊤
ω
㎝
-
ω
刈

一
り
ω
○。
-自

一
逡

刈
ム

○◎

一
り
心
Oo
-
ら
㊤

2

協
会

が
設
立

さ
れ
た
翌

々
年

の

一
八
七

四
年

(明
治

七
年
)

一
〇
月

に
協
会

の
紀

要

胃

蚕
⇒
ω
霧

叶δ
コ
ω
o
h
チ
①
〉
。。
一慧

。
Qっ
0
9
Φ
蔓

o
h
冒

b
き

』

が
刊
行
さ

れ
た

(発
行

が
遅
れ
た
た
め
、
創

刊
号
と
第

二
号
が
合
併

の
形

で
発
行
さ
れ
た
)
。

こ

の
雑
誌

は
協
会

の
機
関

誌

で
あ

る
が

、
実
質

は
日
本

お
よ
び
極
東
全

般

に
関
す

る
研
究
論
文
集
と

い
う

べ
き
も

の
で
、
サ
イ
ズ

は
菊
版

(四
六
版

よ
り

一
回
り

大
き

い
)
、
発
行
回
数

は
多

く

て
年

五
、
六
回
、
少
な

い
と
き

は

一
回
く
ら

い
で
不
規
則

で
あ

り
た
。
第

一
号
以

下
五
〇
号

二

九

二

三
年

)
ま

で
を
第

一
期

と
し
、
第

二
期

一
ロマ
ー

一
九

号

(
一
九

二
四
年

-
四
〇
年
)
、
第

三
期

一
口7
ー
二
〇
号

(
一
九

四
八
年

-
八
五

年

)、
第

四
期

]
号

(
一
九

八
六
年

↓

と
し

て
平
成

の
現
在
ま

で
継
続

し

て
出
版
さ
れ

て

い
る
。

創
刊
号

に
は

ア
ー
ネ

ス
ト

・
サ
ト

ウ

の

「乞
o
掃
ω
8

い
。
o
。
『
o
o
」

(「琉
球
覚
書
」
)
と

「日
『
Φ
O
①
o
ひq
「
巷

ξ

。
こ

巷

き

」

(脳
日
本
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の
地

理

」
)
、

W

・
E

・
グ

リ

フ

ィ

ス

の

「
G。
q

Φ
卑

。。

き

自

Qり
茸
Φ
卑

Z
曽
日

Φ
の

一=

磯
Φ
傷
o
」

(
「
江

戸

の
街

路

と

そ

の
名

称

」
)
、

W

.
G

.

カ

ラ

フ
ト

エ
ト

ロ
フ

ア
ス
ト

ン
の

「幻
窃

ω
冨
ロ

∪
①
ω
8
暑

ω
冒

Gつ
o
ぴq
げ
呂

8

き

◎

H嘗
巷

冒

葺

①
望
Φ
霞
ω
一
。。
8

-ご

(=

八
〇
六
i

七
年

の
樺
太

.
択
捉

ロ
シ

ア
人
侵
入
事
件
」
)
、
第

二
号

に
は

ヘ
ボ

ン
の

「ζ
卑
Φ
霞

o
一〇
〇q
一〇
巴

○
σ
。。
Φ
『
≦

ま

⇒
ω
言

冒

窟

昌
」

(「日
本

に
お
け
る
気
象
観
測
」
)
、

ア
ス
ト

ン
の

「山
9・
。・
冒

b
き

①
ω
Φ

き

〉
窪
巳
身

薯
一島

〉
曼

弩

ピ
磐

。q
轟

。q
霧
置

(一
日
本
語

は

ア
ー
リ
ア
系

言
語
と
類
似
性
を
持

つ

か
」
)
な
ど

が
あ
り
、
歴
史

、
言
語
、
文
学

、
宗

教
、
芸
術
、
地

理
、
風
土
、
考
古
学

、
植
物
学

な
ど

ほ
と

ん
ど
あ

ら
ゆ
る
分
野

に
わ

た
る
研
究
論

文
が
掲
載

さ
れ

て
い
る
。

ア
ー
ネ

ス
ト

・
サ
ト
ウ
は
最
初

日
本

の
活
版
印
刷

の
起

源
を
研
究

し

て

い
た
が
、

日
本

の
活
字

印
刷

が
朝

鮮
か
ら
来
た
も

の
と

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
来

た
も

の
の
二

つ
の
系
統

が
あ
る

こ
と
を
発
見
し
た
。
「○
口

9

。
国
p。
二
《

国
一ω
8
憂

o
h
℃
「
ぢ
9

σ。

冒

一
巷

き

」

(「
日
本
初
期
印
刷
史
」
第

一
〇
号
、

一
八
八
二
年
)
と

「ζ
o
<
餌
三
Φ

↓
巻

Φ
ω
冒

内
o
「
$

き

α

国
凶
同
牙

宣

b
き

Φ
。。
①

勺
『
冒
9
0

切
o
o
評
ω
」

(「朝

鮮
古
代
活

字
と
日
本
古

版
本
」
第

一
〇
号
、

一
八
八

二
年

)
は
近
代

日
本
書
誌
学

の
嗜
矢

と
な

っ
た
だ

け
で
な
く
、
極
東

の
古
代
印
刷
文
化
を

世
界

に
紹
介

し
た
最
初

の
論
文

で
あ

る
。

サ
ト
ウ
は
さ
ら

に
こ
の
研
究
を
進

め

て
、
耶

蘇

会
宣
教
師

の
文
書

や
キ
リ

ス
ト
教

の
歴
史

に
関
す

る
文
献
を
渉
猟

す
る
と
と
も

に
自
ら
も

そ

の
遺
物
を
蒐
集

繕
閲
し
、
そ
れ
ら
を
ま

と
め
た
論
文

「↓
げ
Φ
冒

。。
三
什
ζ
一。。
。。
δ
⇒

勺
器
ω
ω
一　

冒

b
き

一
$

=

9

0
」

を
第

二
七
号

(
一
八
九
九
年
)

に
発
表
し
た
。

こ
れ

は
す

で
に

=

年
前

の

一
八
八
八
年

(明
治

二

一
年

)

に
四

ツ
折
判

六
〇
頁

ほ
ど

の
私
家
本
と

し

て

一
〇
〇
部
だ
け

ロ
ン
ド
ン
で
出
版
、
頒

布

し

て

い
た
も

の
で
、
「
口
訳
平
家
物
語
」

(文

緑
元
年

天
草
刊
)
、
「
ア
ル
ヴ

ー

レ
ズ
拉

丁
文
典
提
要

三
巻
」

(文
緑
三
年

天
草
刊
)
、

「落
葉
集

」

(慶
長

三
年

長

崎
刊
)
、

「
ロ
ド

リ
ゲ

ー
ズ

日
本
文
典
」

(慶

長
九
年

長
崎

刊
)
な
ど
、

一
六
世
紀
末

に
耶
蘇
会

士

の
手

に
よ

っ
て
日
本

で
活
版

印
刷

さ
れ
た

一
四
種

類

の
書
籍

を
紹
介

し
た
も

の
で
、
そ

の
後

日
本

で
盛

ん
に
な

る
切
支
丹
研
究
、
南
蛮
研
究

に
先
鞭
を

つ
け
た
も

の
で
あ

る
。



サ
ト

ウ
は

日
本
を
去

っ
た

の
ち
も

ア
ジ

ア
協
会

の
記
要

に
寄
稿
し
、

二
七
年

間
に
わ
た

っ
て
約

二
〇
篇

の
論
文
を

発
表

し
て

い
る
。

B

.
H

・
チ

ェ
ン
バ
レ
に
は
琉
球
と
琉
球
語
、

ア
イ

ヌ
と

ア
イ

ヌ
語

に
関
す

る
論
文
が
多

い
が
、
第

九
号

(
一
八
八

二
年
)

に

『古

事

記
』

の
英
訳

「↓
轟
口
巴
曽
ま

昌

o
h
夢
Φ
囚
9
一ζ

自

幻
Φ
。
霞

山
ω
o
h
>
口
。
一①
巨

ζ
卑
8
窃
」
を
発
表
し

て

い
る
。

こ
れ
は
翌
年

の
八

三
年

に
単
行
本
と
し

て
刊
行

さ
れ
た
。

第

二
〇
号

(
一
八
九

三
年
)

に

「〉

∪
Φ
。。
。
二
旨

o
口

o
h
ζ
《

団
⊆
丘

と
題
し
た
鴨
長
明

の

『方
丈
記
』

の
冒
頭
部
分

の
英
訳

が
掲

載

さ
れ

て

い
る
。
訳
者
は
当
時
東

墓

常
国
大
学
英
文
科

の
教
師
だ

っ
た

デ
ィ
ク

ソ
ン

q
9
日
Φ
。。

ζ
・
U
冥
o
口
)

で
、
学
生

の
夏
目
金

之

助

(漱
石
)

に
訳
さ
せ
、
そ
れ
に
手
を
入

れ
た
も

の
だ
が
、
デ
ィ
ク

ソ
ン
は
冒
頭

の

「
ノ
ー
ト
」

で
漱
石

の
助
力

に
感

謝
し

て

い
る
が
、

漱

石
を
翻
訳
者
と
し

て
扱

っ
て

い
な

い
。
漱
石
訳

の
オ

リ
ジ

ナ
ル
は
漱
石
全
集

に
収
録

さ
れ

て

い
る
か
ら
、
デ
ィ
ク

ソ
ン
の
訳
と
比
較

す

る

こ
と
が

で
き

る
。

な
お
、

一
九
〇
七
年

(明
治

三
九
年

)
に

フ
レ
デ
リ

ッ
ク

・
デ

ィ
キ

ン
ズ
と
南
方
熊
楠
共
訳

の

『方
丈
記
』

(冒

ひ
さ

屏
一』)

が

グ

ラ

ス
ゴ
ー

の
Ω
o
謹
碧

ω

俸

Ω
『
昌

か
ら
刊
行

さ
れ
た
。
不
運

に
も

こ
の
訳

は
当
時

の
日
本

で
は
ほ
と

ん
ど
知

ら
れ
な

か

っ
た
が

(今

で
も

そ
う

か
も

し
れ
な

い
)
、
漱

石

・
デ
ィ
ク

ソ
ン
の
訳
よ
り
ず

っ
と
本
格
的

な
も

の
で
、
翻
訳
と

い
う

よ
り
も
方
丈
記

の
学
術
的

な
研
究

書

に
近

い
も

の
で
あ
る
。
残
念

な

こ
と

に
、

こ
の
訳
は
完
成

原
稿

し
か
残

っ
て

い
な

い
の
で
、
熊
楠

の
も
と

の
訳
と
漱
石

の
訳
を
比
較

す

る

こ
と

が
で
き

な

い
。

フ
レ
デ
リ

ッ
ク

・
デ

ィ
キ

ン
ズ
が

日
本
語

の
仮
名

の
音
訳

の
方
法

に

つ
い
て
論
じ
た

「↓
げ
Φ
.円
き

勉

↓
轟
コ
ω
陣
Φ
錘
什一8

も。
蕩

8
ヨ
」

(「仮
名

の
音

訳
体
系

」
第

八
号
)
も
注
目
す

べ
き
論
文

で
あ

る
。

デ
ィ
キ

ン
ズ
は
日
本
語
を

ロ
ー

マ
字

で
表
記
す

れ
ば
、
外

国
人
も

日

本
語

が
簡
単

に
読

め

て
時
間
と
労
力

の
節
約

に
な
り
、

日
本

の
開
明
を
進

め
る
た

め
に
役

に
立

つ
と
考
え

て

い
た
が
、
そ

の

ロ
ー

マ
字
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表

記
も
彼

は
歴
史
的
仮
名

使

い
に
よ
ら
ず

に
、
実

際

の
発
音

に
近

い
表
記
を
す

る

の
が
よ

い
と
主
張

し
た

の
で
あ

る
。

例
え

ば

「
川
」

は

「評
鋤
げ
9。
」

で
は
な
く

「訂

薫
曽
」
、

「日
記
」

は

「巳
房
鼻

一」

で
は
な
く

「巳
蔦

ご

と

い
う

よ
う

に
。

こ
れ
に
対

し

て
デ

ィ
キ

ン
ズ

の
親
友
だ

っ
た

ア
ー
ネ

ス
ト

・
サ
ト

ウ
は
、

口
語

の
学
習
だ

け
が
目
的
な
ら
そ
れ

で
よ

い
が
、
文
語

(芝
葺

冨
コ

一〇
コ
oq
舞

oq
Φ
)
を
学

ぶ
者

に
は
歴
史
的
仮
名
綴
り

の
方

が
便
利

で
あ

る
と
主
張

し
、

二
人

は
書
簡
を
通
し

て
論
争

し

て

い
る
が
、
結

果
的

に
は
デ

ィ
キ

ン
ズ

が
主
張
し
た
発
音
表
記

が
標
準
化

さ
れ
た

の
で
あ

る
。
ち

な
み
に
同
じ
時
期

の
明
治
六
年

に
森
有

礼
、
西
周
、
福
沢
諭
吉

ら

に
よ

っ
て

設
立
さ

れ
た

日
本
最
初

の
学
術
結
社

「
明
六
社
」

の
会

員

の
多
く

が
、
文
盲
を
な
く
し
、

日
本

の
開
明
を
進

め
る
た
め
に
、

日
本
語
表

記

の
簡
略
化

、

ロ
ー

マ
字
化
を
主
張

し
、
西
周
は

『明
六
雑
吐
詮

第

一
号

に

圃洋
字

ヲ
以

テ
国
語

ヲ
書

ス
ル
ノ
論
」
を
掲

げ

て
、
日
本

語
を

ロ
ー

マ
字

で
表
記
す

る
こ
と
を
主
張

し

て

い
る
が
、

ア
ジ

ア
協
会

の
会
員
だ

っ
た
宣
教
師

S

・
R

・
ブ

ラ
ウ

ン
の
門
下
生
植

村
正

久

は
、

「彼

(ブ

ラ
ウ

ン
)
が

日
本
人
を

し

て
羅
馬
字
を
採

用
せ
し
む

る
に
熱
心

で
、
明
六
雑
誌

の
紙
上

に
於

て
西
周

の
羅

馬
字
説
を

読

み
聞

か
せ
ら

れ
し
と
き
、
慨
然
諸
大
家
を
集

め

一
大
会
議
を

開
き

て
羅
馬
字
採
用

の
得
失
を
討
論
し
、
日
本
教
育

の
方
針
を
定

む
る

の
必
要
を
説

き
た
し
と

云
ひ
し
を
記
憶
す
」

(植
村
全
集
第

五
巻

)
と
一言

っ
て
お
り
、

さ
ら

に

「博
士

(ブ

ラ
ウ

ン
)
は
日
本

の
文
字

を
改
良

せ
ね
ば
な
ら

ぬ
と

の
意
見
を
有
し
、
明
治

六
、
七
年
頃
学
生

に
毎
日
聖
書

を
教

へ
る
と
き

、
羅
馬
字

の
も

の
を
読
ま

せ
た
位

に

漢
字
排
斥
論
者

で
あ

つ
た
」

と
言

っ
て

い
る
。

ア
ジ

ア
協
会

の
評
議
員

だ

っ
た

デ
ィ
キ

ン
ズ

は
、
公
使

パ
ー
ク

ス
に
宛

て
て
出
し

た
書
簡

(
]
八
八
〇
年

二
月

一
二

日
)

の
中

で
、

「
日
本

語

の
読

み

に
く

さ
が
治
外

法
権
撤
廃

の
大

き
な
障
害

に
な

っ
て
お
り
、
日
本
人

は
、
本
来

は
難
し
く
な

い
日
本
語
を

ロ
ー

マ
字

化
し

て
読

み

や
す
く
せ
ず

に
、

ほ
と
ん
ど
判
読

で
き
な

い
文
字

の
中

に
覆

い
隠

し

て
し
ま

っ
た
」
と
一言

っ
て
い
る
。
明
治

の
も

っ
と
も

早

い
時
期

に
、

ア
ジ

ア
協
会

の
会

員

の
多

く
と
、
明
六
社

の
メ
ン
バ
ー
が
日
本
語

の
簡
略
化

に

つ
い
て
同

じ
考

え
を
持

っ
て

い
た
と

い



う

の
は
興
味
深

い
。

年
代

が
下
る
と

、
発
表
者

に
日
本
人

の
名
前

も
み
ら
れ
、
姉
崎
正
治

(
]
八
七

三
-

一
九

四
九
。
明
治
-
昭
和
期

の
宗

教
学
者
、
評

論
家

)
、
宮

部
金

吾

(
一
八
六

〇

一
九

五

一
。
明
治
-
昭
和
期

の
植
物
学
者
)
、
石
川
千
代
松

二

八
六
〇
ー

一
九

三
五
。
明
治
一

昭

和
期

の
動
物
学
者

)
、
徳
富
猪

一
郎

(蘇
峰
。

一
八
六
三
ー

一
九

五
七

。
明
治
-

昭
和

期

の
ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
)
な

ど

の
論
文
も

掲
載

さ
れ

て

い
る
。
第

二
次
大

戦
後
は
、
米
国
人

の
日
本
文
学
研
究
家
、
翻
訳
家

エ
ド

ワ
ー
ド

・
サ
イ

デ
ン
ス
テ
ィ

ッ
カ
ー

の

『蜻
蛉

日
記
』

の
英
訳

「↓
冨

内
9。
oq
Φ
『
O
Z
貯
匹

一
〇
霞

コ
鋤
一
9

帥

一
〇
葺

O
Φ
コ
ε
憂

Z
o
σ
一Φ
≦
o
ヨ
き

」

(
一
九
五
五
年
六
月
号
。

こ
の
訳
は

一
九
六

四
年

に

胃

冨

O
o
。。
。。
餌
ヨ
巽

尾
Φ
霞
ω
』

の
題
名

で
東
京

タ
ト

ル
社

か
ら
単

行
本
と

し

て
出
版

さ
れ
た
)
、

ハ
ー

バ
ー
ト

.
ノ
ー

マ
ン

(団
興

げ
臼

什
Z
o
『
日
⇔
⇒

カ

ナ
ダ

の
外

交
官

、

日
本

研
究
家

、
太

平

洋
戦
争

後

の
最
初

の
会

長
)

の

「
〉
コ
&

Q。
げ
宮
匹

き

匹

夢

①

〉
⇒
讐
o
日
《

o
h
一
巷

9。
コ
Φ
の
Φ

閏
2

住
巴
一ω
日
」

(安
藤
昌
益

と
日
本

の
封

建
制
度

の
分
析
」

一
九

四
九
年

一
二
月

)
な
ど
も
掲
載
さ

れ
て

い
る

。

3

創

設
期

の
日
本

ア
ジ

ア
協
会

の
活
動
と
切
り
離

せ
な

い
の
が
英
字
新

聞

『ジ

ャ
パ
ン

・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー

・
メ
イ

ル
』

(↓
げ
①
冒

窟

⇒

芝

Φ
Φ
匹
唄

ζ

聾
一一)

の
存

在

で
あ

る
。
同
紙
は

『ジ

ャ
パ

ン

・
ヘ
ラ
ル
ド
』
、

『ジ

ャ
パ

ン

・
ガ
ゼ

ッ
ト
』

と
と

も

に
明
治
期

に
お
け

る
横

浜

の
三
大

英

字
新

聞

の

一
つ
に
数

え

ら

れ
た

新
聞

で
、

ア
ジ

ア
協

会

の
評

議

員
だ

っ
た
英

国
人

商

人

ハ
ウ

エ
ル

(白
一一一冨
ヨ

¢

閏
o
毛
Φ
5

が
、
当
時

経
営
不
振

で
休

刊
状
態

に
あ

っ
た

『ジ

ャ
パ

ン

・
タ
イ

ム
ズ
』

の
所
有

権
を
買

い
取

り
、

一
八
七

〇
年

(明
治
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三
年

)
に
あ
ら
た
に
横

浜
で
発
行

し
た
週
刊
新
聞

で
あ

る
。
新
聞

の
副

題
に
〉

勺
o
一ぼ
∩
鉾

O
o
ヨ
ヨ
角
。
冨
一聾

巳

い
一需
『
餌
曼

』
o
ξ

昌
巴

と
あ
り
、

タ
イ
ト

ル
に

闘文
芸

」

の
文
字
を

掲
げ
た

の
は

こ
の
新

聞
が
最
初

で
あ

る
。
ほ
と

ん
ど

の
ナ

ン
バ
ー
が
現
存

し

て

い
る
が
、

ど

の
分
野

の
記
事
も
充
実

し
て

い
る
。
同
紙

は

ア
ジ

ア
協
会

で
発
表

さ
れ
た
論
文
を
数

日
を
経
ず

に
掲
載
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を

協
会
紀

要

に
転
載
す

る
と

い
う

形

で
、
協
会

メ
ン
バ
ー

の
研
究
成

果
を
在
留
外

国
人

の
問

に
広

め
、

一
九

一
七
年

(大

正
六
年

)

に
現
在

の

『ジ

ャ
パ

ン

・
タ
イ

ム
ズ
』

に
合
併

さ
れ

て
廃
刊

さ
れ

る
ま

で
、

ア
ジ

ア
協

会

の
機
関
紙
的
役
割

を
果
た
し
た
。
大
森
貝
塚

の
発
見

で

知

ら
れ
る
米
国
人
動
物
学
者

モ
ー

ス

(HWα
～<
⇔
『
α
Qり
.
ζ
O
触
ω
Φ
)
は
、
「
こ
れ
ま

で
に
外
国
人
が
書

い
た
書
物

の
す

べ
て
が
失

わ
れ

て
も
、

ジ

ャ
パ

ン

・
メ
イ

ル
紙

の
フ
ァ
イ

ル
さ
え
残

れ
ば
、
外
国
人

の
日
本
研
究
記
録

の
う

ち
価
値
あ

る
も

の
の
ほ
と
ん
ど

が
残

る
で
あ

ろ
、ユ

と
言

っ
て

い
る
。

フ
レ
デ
リ

ッ
ク

・
V

・
デ
ィ
キ

ン
ズ

は

ハ
ウ

エ
ル

の
こ
と
を

、

「極
東

で
こ
れ
ま

で
に
知
ら

れ
た
も

つ
と
も

熟
練
し

た
ジ

ャ
ー

ナ
リ

ス
ト
」

と
言

い
、

ア
ー
ネ

ス
ト

・
サ
ト

ウ
は

ハ
ウ

エ
ル
の
帰

国

に
際
し

て
、

「
ハ
ウ

エ
ル
が

い
な
く

な

る
こ
と

は
、
社

会
的

に
だ

け

で
な
く
音
楽

の
面

で
も
ジ

ャ
ー

ナ
リ
ズ

ム
の
面

で
も
横
浜

に
と

っ
て
も
大
き

な
損
失

で
あ

ろ
う
」
と
言

っ
て

い
る

(萩
原

延
寿

『遠

い
崖
』
、
「
ア
ー
ネ

ス
ト

・
サ
ト
ウ
日
記
抄
」
)
。

ハ
ウ

エ
ル
が
去

っ
た
あ
と

の

『メ
イ

ル
』

は
所
有
者

が
た
び
た
び
交
替

し
た
が
、

一
八
八

一
年

(明
治

一
四
年
)

一
月

に
親

日
派

の

ブ

リ

ン
ク
リ
ー

(閃
轟

韓

一ω
しu
ニ
ロ
匹
Φ
《
)
が
経

営
者
兼
主
筆

と
な
り
、
洗
練

さ
れ
た
筆

を
縦
横

に
揮

っ
て
日
本

の
文
化

や
歴
史

の
紹

介
記
事

を
し
ば
し
ば
紙
上

に
掲
載
し
、
そ

の
洗
練

さ
れ
た
文
章

で
多
く

の
西
洋
人
読
書
を
引
き

つ
け
た
。
外
務
省

は
同
年
三
月

か
ら
年

間

五
〇
〇
〇
ド

ル
を

『ジ

ャ
パ

ン

・
メ
イ

ル
』
購
入

の
名

目
で
同
社

に
支
払

い
、
各
国

の
主
要
新

聞
、
雑
誌
社

、
政
府
機
関

に
送
付
さ

せ
た
。
し
か
し
ブ

リ

ン
ク
リ
ー
は
あ
く
ま

で
も
自
主
的

な

言
論
活
動
を
行

な

い
、

日
本
政
府

の
意
見
を
無

批
判

に
反
映
す

る

こ
と
は
な

か

っ
た
。



『メ
イ
ル
』

の
創
設
期
に
ハ
ゥ
エ
ル
が
日
本
ア
ジ
ア
協
会
の
活
動
に
協
力
し
、
そ
の
後
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
が
才
筆
を
揮

っ
て
日
本
の
海

外
紹
介
に
つ
と
め
る
な
ど
、
同
紙
が
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
ア
ジ
ア
協
会
に
協
力
し
、
日
本
の
国
際
的
地
位
の
向
上
に
尽
し
た
功
績
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。


